
仕様書 
 

 
＜１＞契約者 国立研究開発法人国際農林水産業研究センター  
 
＜２＞被保険者 

 
下記記載のとおり 

 

 
＜３＞保険始期 

 
平成３０年 ４月 ２日午後 ４時 から 
 

 
＜４＞保険終期 

 
平成３１年 ４月 ２日午後 ４時 まで 
 

 
＜５＞その他 

 
全種目につき保険料支払猶予の特約を付帯することとする。 

 
 

１．自動車保 険 
＜１＞保険種目 自動車保険   
使用約款 名称は問わないが、各社認可取得のいわゆる総合自動車保険 

なお、各社が使用する保険証券の写し（すべての文言を含むもの：２部）

を見積書提出の際に提出すること。一部は、共立インシュアランス・ブ

ローカーズ㈱に提出の事。 
＜２＞被保険者 国立研究開発法人国際農林水産業研究センターおよび同法人の役職

員 
 

＜３＞対象車両 契約者が所有する全車両（別紙のとおり）  
＜４＞担保内容 車両 

(いわゆる一般車

両保険、車両価額

協定付帯) 

（別紙のとおり） 

 賠 
償 

対人 無制限  
 対物 無制限（免責金額０円）  
 人身傷害 

(被保険自動車搭

乗中のみ) 

５,０００万円 
対象車両は、自家用乗用車(普通、小型、軽四輪)、

自家用貨物車(普通、小型、軽四輪)、普通・小型

ダンプカー及びキャンピング車、二輪自動車、原

動機付自転車、バス 

 

 搭乗者傷害 １,０００万円(一般型：部位・症状別定額払いは

不適用) 
入金給付金日額１５，０００円 
通院給付金日額１０，０００円 

 

 無保険車傷害 ２億円  
 自損事故 １，５００万円(人身傷害対象外の車両のみ)  
＜５＞条件  

全車両一括付保特約付帯、車両免責金額５万円 
人身傷害、自損事故、搭乗者傷害、無保険車傷害は、 
「従業員の就業中不担保特約」を付帯すること。 

 

＜６＞安全装置等 別紙のとおり   
＜その他＞ 優良割引 割引１７％ 

平成 30 年 4 月 2 日から平成 31 年 4 月 2 日まで 
 



 事故サービスにおいて、年間を通じて２４時間の連絡ができ、また

迅速に対応できる体制であること。また、連絡体制がわかる一覧（電

話番号、ファックス番号、E-mail address を明記）を提出すること。 
 
故障または事故発生時に走行不能となった場合、レッカーけん引費

用の補償等および、可能な応急処置サービス等を行うことを無料で

提供すること 
 
資料の記載情報に車検証との誤差があった場合には、車検証を優先

参照すること 
 
入札公告日以降保険始期前の新規取得自動車は、全車両一括付保特

約の第一回通知日に所定の書面により通知することで担保するこ

と。なお入札日は保険契約を締結した日とする。 
 
フリート決定料率が変更または確定となった場合は、保険始期後に

差額を追徴または返戻すること。 
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